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梨
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七
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中
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）
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数
字
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渡
議
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付
け
ら
れ
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も
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較
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各
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都
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と
の
小
論
に
は
、
党
文
マ
ハ
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ス
ツ
の
地
獄
口
聞
を
邦
欝
し
、

地
獄
思
想
を
説
く
多
〈
D
悌
敬
経
典
の
中
、
今
は
費
料
を
限
っ
て

漢
語
立
世
阿
昆
曇
論
と
の
封
照
を
主
と
し
v

合
わ
せ
℃
一
蓮
D
天

使
経
及
び
世
起
経
類
。
代
表
的
訟
も
む
と
比
較
し
－
な
が
ら
、
と
の

地
獄
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問
構
成
。
新
蕎
唐
を
吟
味
し
、
且
っ
そ
の
地
獄
窓
想
む
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色

を
見
よ
ろ
と
す
る
も
白
で
る
る
。
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・
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文
（
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詩
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よ
り
成

る
o
A
D
部
分
は
、
白
蓮
が
八
地
獄
を
遊
歴
し
℃
夫
k
D
地
獄
で

衆
生
が
幾
多
の
苦
を
受
け
て
い
る
の
を
観
察
し
、
祇
樹
園
に
腸
つ

℃
四
衆
（
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
）
に
そ
む
様
相
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告
し
、
「
そ
れ
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に
、
善
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一
w鼠
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を
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る
べ
し
、
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ぺ
し
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畳
る
ペ
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現
等
覚
す
ベ
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践
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ベ
し
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℃
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歴
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、
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、
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天
の
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界
に
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で
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る
が
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遊
歴
む
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績
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、
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が
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れ
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傘
自
ら
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生
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廻
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様
相
主
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察
し
℃
八
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獄
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い
た
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
の

苦
相
、
業
園
、
名
因
を
更
に
詳
説
し
た
・
む
が
C
C
部
分
で
あ
る
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と
の
中
、
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及
び
C
C
部
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は
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照
宏
氏
が
始
め
℃
指
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た
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ろ
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詩
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世
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い
ろ
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離
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概
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せ
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司
・
で
は
韻
文
と
散
文
と
を

別
々
に
輝
め
℃
出
し
℃
い
た
の
に
劃
し
て
、
立
世
論
で
は
B
、
序
、

。

「

回

ど

の

伊

国

N
H

大
巻
地
獄
（
散
文
〉
、
口
伊
国

ω
t

n
∞
・
切
∞
及
び
増
地
獄
（
散
文
、
韻
文
）
、

閤
羅
地
獄
の
順
に

危
つ
℃
い
る
o
即
ち
、
偏
碩
の
序
に
績
い
J

」
ま
ホ
ノ
散
文
で
第
一
の

地
獄
を
詳
述
し
、
次
に
偏
碩
で
重
ね
J
U
時
読
し
、
順
次
第
八
地
獄

へ
進
む
と
い
ろ
方
法
を
と
っ
J

」
い
る
。
こ
の
よ
ろ
に
順
序
が
具
る

に
ぷ
＼
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れ
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た
も
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は
言
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切
れ
た
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の
地
獄
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一
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（
細
が
く
い
え
ば
B
は
C
よ
り
も
古

い
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も
の
で
あ
る
が
、

A
と
B
J
C
と
で
は
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前
者
は
自
連
、
後

者
は
悌
陀
の
設
と
し
℃
性
質
を
異
に
し
℃
い
る
。
概
し
乞
い
え
ば

吠
に
、

冨
4
・
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B
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よ
り
簡
略
に
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℃
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文
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司
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と
比
ペ
る
と
、

。
は
少
し
説
明
の
多

い
所
、
車
語
。
一
一
一
異
る
所
は
あ
る
が
、

A
よ
P
も
一
一
麿
よ
く
巴

利
む
上
掲
の
文
に
一
致
す
る
。
更
に
叉
、

冨－

ω－N
・司－

Hg・ロ・

H
H
J
N
O
（開田匂－

H
T
∞
t
g）
を
と
っ
て
、

宮司・

F
P
A可．
rHω

t司・∞－
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ハ
阿
国
匂
・
∞
・
∞

t
由
）
（
炉
｝

及
び
立
世
論

（大
E

凶
凶
凶
口
－
N
H
N
・
σー
の
・
宮
司
・

の
C
の
部
分
に
と
の
相
蛍
文
は
訣

け
る
む
で
立
世
論
の
相
蛍
文
を
選
ぶ
）
を
比
べ
て
も
、
同
様
の
結

果
が
え
ら
れ
る
。
所
で
、
天
使
経
に
つ
い
℃
は
、
阿
育
王
の
祇
遣

し
た
停
導
師
む
一
人
マ
ハ

l
デ
1
グ
が
マ
ビ
サ
マ
ン
ダ
ラ
地
方
で

天
使
経
を
説
い
党
（
大
史
阿
国
）
と
い
わ
れ
る
口

ζ
D
俸
は
大
憧

史
質
を
俸
え
℃
い
る
と
さ
れ
℃
い
る
。
そ
の
天
使
経
が
今
日
、
中

阿
合
に
見
ら
れ
る
上
摘
の
天
使
経
と
直
ち
に
同
一
で
あ
っ
た
と
は

思
え
な
い
が
、

阿
育
王
蛍
時
（
切
・
の
－

w？
後
b
T
）
既
に
天
使

経
と
い

b
れ
る
も
の
の
存
し
た
ζ

と
が
解
る
。
と
の
様
た
天
使
経

の
系
統
む
経
典
と
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
一
致
す
る
事
質
か
ら
し

C
乃
至
B
の
部
分
は
A
の
部
分
よ
り
も
古
い
俸
を
残
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
事
は
推
定
さ
れ
る
。

て
も
、

二
五
九
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夏
民
、
大
あ
ら
ま
し
の
推
量
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
立
世
論
の

構
成
は
、

一
連
の
天
使
一
経
〈
例
え
ぽ
、
漢
語
中
阿
合
、
増
登
何
含

大
豆
ロ
・

0叫
品
ぴ

t
o
g
g
及
び
、
大
槙
表
艦
、
長
阿
合
経
由
世

記
〈
起
）
艦
、
起
世
因
本
経
等
の
一
蓮
の
経
典
。
世
界
説
明
〈
そ

れ
に
は
天
使
経
主
含
む
）
む
手
法
に
基
づ
い
℃
沿

p
、
地
獄
口
聞
の

材
料
に
就
い
て
は
上
越
む
如
7
＼

P
衆
党
っ
た
も
の
と
言
え
よ
ろ
。

冨
4
・
と
共
通
む
源
泉
か
ら
取

一方、

宮
司
・
は
特
色
あ
る
目

蓮
む
五
遁
遊
歴
一
と
い
ろ
構
想
で
物
語
を
展
開
し
つ
つ
、
そ
の
中
氏

嘗
時
ま
で
知
ら
れ
て
い
党
地
獄
の
描
寝
（
国

I
C
〉
を
挿
入
し
党

も
む
と
い
ゑ
る
ο
更
に
、
地
獄
6
描
帯
主
僻
陀
怒
ら
ざ
る
目
蓮
と

い
ろ
一
悌
弟
子
が
雄
一
べ
る
と
い
ろ
手
法
は
特
色
る
る
も
の
で
、

む
事
は
、
龍
構
一

S
・
o－
H
g
l
N
U
O
）
む
著
と
さ
炉
る
大
智
度
論

に
於
セ
、

一
菩
薩
が
三
界
五
道
の
衆
生
の
苦
を
見
て
そ
む
様
左
越

べ
る
の
と
相
通
守
る
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
勤
、

マ
ハ

l
グ
ス
ツ
は

大
東
部
の
中
の
説
出
世
間
部
の
俸
と
自
ら
稽
し
℃
い
る
も
の
吃
あ

る
が
、
と
の
涙
の
悌
数
思
想
史
上
に
於
け
る
自
由
な
特
色
あ
る
一
立

場
主
一
示
す
一
つ
の
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
ろ
。

ヱハ
O

党

文

邦

誇

同
目
蓮
の
地
獄
遊
歴
〕
日

さ
て
、
長
老
大
白
蓮
は
星
電
、

ハ
A
）

地
獄
遊
歴
に
行
っ
た
。

時
、
八
大
地
獄
及
び
各
E

十
六
の
培
地
獄
一
に
於
て
、
地
獄
む
多
種

多
様
畿
地
千
台
一
苦
を
受
け
℃
い
る
人
k

を
見
た
。
俸
に
い
い
．

ur－－
そ
の
一

長
老
問
。
ロ
宮
上
座

m
H
大
目
蓮
）
は
、

E乙

地
獄
遊
歴
を
な
し
喝
な
が

ら
、
人
え
が
諸
地
獄
に
於
て
多
く
り
苦
を
受
け
て
い
る
の
が
v
見

党
、
等
活
地
獄
に
於
℃
は
足
を
上
に
頭
左
下
に
し
て
斧
や
銭
に
よ

っ
℃
殺
さ
れ
℃
い
る
の
む
w
そ
む
上
叉
、
互
に
害
心
を
抱
ヤ
党
議

共
は
一
銭
む
爪
を
も
守
℃
引
き
裂
き
合
い
、
叉
V

手
に
鋭
利
た
刀
剣

が
生
じ
、
そ
れ
を
も
っ
℃
互
に
四
肢
を
切
り
合
い
、
し
か
も
、
絞

ら
の
悪
業
が
全
く
壷
き
な
い
聞
は
死
・
な
な
い
。
黒
縄
大
地
獄
に
於

℃
は
、
彼
は
、
人
々
が
黒
一
縄
で
四
肢
に
線
を
つ
け
ら
れ
℃
銭
で
打

ち
殺
さ
れ
た
い
mw
引
き
裂
か
れ
た
り
、
鋸
で
引
き
裂
か
れ
て
い
る
－

む
を
見
た
。
そ
し
℃
、
切
り
裂
か
れ
・
売
る
彼
ら
の
身
憧
は
再
び
同

復
し
、
悦
び
な
き
苦
痛
を
受
け
、
し
か
も
、
業
に
保
持
さ
れ
℃
い



る
故
に
、
そ
の
様
に
し
℃
死
た
た
い
。
共
に
、
衆
ム
ロ
地
獄
に
於
て

除
、
幾
千
の
人
々
が
燃
え
さ
か
る
焔
を
伴
っ
た
山
に
盤
せ
ら
れ
、

血
の
河
が
生
じ
、
倫
か
っ
、
そ
れ
ら
の
山
え
を
彼
ら
は
進
む
、
し

か
も
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
故
に
、
そ
む
限
り
そ
む
様
に
し
℃
死

一
向
盟
叫
〈
地
獄
v

に
於
て
は
、
幾
千
の
入
々
が
、
燃
・

友
た
い
。

え
さ
か
る
焔
を
伴
い
煙
濠
々
党
る
銅
D
塊
か
む
中
に
投
げ
込
ま
れ

℃
数
千
の
苦
し
み
を
味
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
大
叫
ハ
地
獄
）
に

於
て
は
、
燃
え
さ
か
る
焔
を
仲
つ
党
火
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
入

－

K
－
の
大
い
に
叫
ぶ
盤
は
、
輪
圏
、
犬
輪
園
等
の
山
え
に
反
響
し
、

か
の
回
大
州
（
即
ち
）
（
南
）
閣
品
製
、
東
勝
・
孔
蜘
川
、
西
梅
陥
お

北
倶
麗
彬
白
人
え
の
耳
に
聞
と
え
た
。
炎
熱
・
（
地
駒
山
に
於
て
は
、

幾
千
の
人
々
が
甚
し
い
苦
し
み
を
受
け
、
腫
を
始
め
頚
む
闘
一
節
に

至
る
ま
で
、
錦
飢
餓
を
も
っ
℃
粉
砕
さ
れ
、
更
に
他
の
数
千
の
苦
し

み
を
受
け
て
い
る
の
を
見
た
。
し
か
も
、

（
彼
ら
は
）
業
に
保
持

さ
れ
て
い
る
敢
に
、
そ
む
限
り
そ
の
様
に
し
て
死
た
た
い
。
燃
え

さ
か
る
焔
を
伴
っ
た
か
の
大
地
獄
に
於
て
は
、
幾
千
の
人
々
が
生

れ
て
音
し
み
を
受
け
て
い
る
ο

周
間
一
目
白
句
の
か
む
大
地
獄
に
於

一マハ
I
W
Y
一
ス
ツ
地
獄
品
の
務
究

て
は
、
東
の
壁
ふ
日
数
千
の
焔
が
燃
え
上
ハ
認
、
西
の
民
匂
打
ち

合
同
V

《
げ
υ

返
さ
れ
る
。
西
の
壁
主
り
数
千
む
焔
が
燃
免
上
っ
て
は
、
東
む
壁

向
？
っ
返
さ
れ
る
。
甫

L
M燃
え
上
つ
℃
は
札
可
打
ち
返
さ
れ

る
。
北
下
九
円
燃
え
上
つ
て
は
配
ぜ
打
ち
返
さ
れ
る
。
大
地
よ
り
燃

え
上
つ
℃
は
蒼
湾
で
打
ち
返
さ
れ
る
。
蒼
湾
司
v
h
M
九
燃
え
上
ー
っ
て
は

大
地
で
打
ち
返
さ
れ
一
る
。
と
れ
ら
数
千
の
人
々
は
周
闇
を
走
り
廻

る
、
し
か
も
、
業
に
保
持
さ
れ
℃
い
る
故
氏
、
そ
の
限
hv
そ
の
様

に
し
て
死
な
た
い
。
極
熱
大
地
獄
に
於
て
は
、
燃
え
上
る
焔
を
伴

っ
た
・
山
え
が
あ
り
、
火
刑
の
柱
に
刺
さ
れ
た
・
る
地
獄
の
有
情
一
が
そ

れ
ら
の
山
々
を
園
ん
で
い
が
J
u

か
く
の
如
き
苦
し
み
を
人
々
は
受

け
、
し
か
も
、
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
散
に
、
そ
り
限
－
P
そ
…
の
様

に
し
℃
死
た
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
（
と
む
〉
大
地
獄
、
h
d解
放
さ

れ
た
者
謹
は
乳
於
（
地
獄
）
に
は
ま
一
倍
そ
し
て
、
彼
ら
は
そ
と
、

熱
－
灰
（
地
獄
）
に
於
て
焼
か
れ
つ
つ
数
由
偏
ず
り
廻
り
、

し
カ冶

も
、
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
敢
に
、
そ
の
様
に
し
て
死
な
訟
い
。

熱
次
〈
地
獄
〉
よ
問
解
放
さ
れ
究
者
共
は
、
屍
糞
（
地
獄
）
に
は

ま
る
。
そ
と
で
、
黒
い
鎮
噴
を
も
っ
た
生
物
に
啄
ま
れ
札
、
じ
か

－ _._. ノ、



九一

マ

ρ
1
ヂ
ス
ツ
地
獄
日
閣
の
研
究

も
、
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
故
に
、
そ
の
様
に
し
て
死
た
た
い
。

そ
し
℃
、
屍
糞
培
地
獄
よ
bJ
解
放
さ
れ
た
・
者
共
は
、
森
の
端
D
皇

内

mv

ま
し
い
樹
々
を
見
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
安
柴
を
求
め
て
、
そ
れ

ら
森
D
端
へ
と
走
る
口
そ
こ
で
、
瞬
、
禿
鷲
、
烏
や
桑
た
ど
畿
一
噴

む

あ

る

者

共

が

、

彼

ら

副

肉

を

啄

む。

柔
き
樹
々
を
む
如
く
噛
み
、

暗
闇
り
は
骨
と
な
っ
た
時
、
－
X
彼
ら
に
は
更
に
又
そ
の
肉
、

膚
、
肉
、
血
が
生
じ
、

し
か
も
、
業
に
保
持
さ
れ
℃
い
一
る
故
に
、

と
れ
ら
の
烏
に
怯
え
宅
、
彼
ら
は
依

ハ均一

v

a

叩

U

る
謹
な
き
を
依
る
謹
あ
る
も
の
と
想
い
、
創
葉
林
の
あ
る
地
獄
坑

そ
の
様
に
し
℃
死
訟
た
い
一
。

に
入
る
o
そ
し
て
、
そ
乙
に
入
っ
て
衆
党
人
々
に
風
が
吹
き
つ

け
、
そ
り
風
に
よ
っ
℃
鋭
い
創
業
が
落
ち
か
‘
ふ
る
。
彼
ら
の
如
何

た
る
身
瞳
の
部
分
も
、
遂
げ
ら
問
、
毛
D
弘
明
言
け
由
る
だ
け
の

所
ま
で
も
、
そ
の
様
に
し
て
傷
け
ら
れ
た
い
所
は
な
く
‘

し

か

も
、
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
故
に
、
そ
の
様
に
し
℃
死
た
な
い
。

そ
し
〈
、
彼
ら
衆
生
は
傷
つ
き
横
た
わ

M
N
J身
憧
は
血
塗
れ
に
た

門

ぽ

以

内

泊

以

つ
℃
無
極
冊
‘
（
即
ち
）
苛
酷
な
盤
の
河
に
は
ま
る
、
そ
の
問
、
絞

ら
む
軟
い
四
肢
に
（
水
が
）
浸
…
徹
れ
問
、
し
か
も
、
業
に
よ
っ
て

一占ノ、、、
一

保
持
さ
れ
℃
い
る
故
に
、
そ
の
様
に
し
て
死
た
な
い
。
叉
そ
れ
か

ら
、
獄
卒
ら
が
織
の
鈎
を
も
っ
℃
引
き
上
げ
℃
、
河
岸
の
燃
え
上

り
燃
え
さ
か
る
焔
を
伴
っ
た
土
地
に
投
げ
出
さ
加
円
山
町
彼
ら
に
と
ろ

人
間
共
ょ
、
何
を
汝
ら
は
藍
む

か
o
」
彼
ら
は
こ
ろ
言
っ
た
。
｜
｜
「
貴
に
飢
え
乞
い
る
、
質
に
渇

言
つ
－

ro
－

－

zh、
さ
で
、

皮

彼
ら
の
口
を
燃

え
さ
か
る
焔
を
伴
つ
党
織
む
挺
を
も
っ
℃
乙
じ
ち
け
常
識
の
塊

り
を
偽
記
、
各
自
の
口
を
聞
い
て
、
燃
え
さ
か
る
焔
を
伴
つ
党
畿

地
P
口
広
投
げ
入
れ
る
o

い
℃
い
る
の
で
あ
る
。
」

そ
こ
宅
、
獄
卒
共
は
、

叉、

｜
｜
「
汝
ら
は
そ
れ
を
食
え
o
」

ハM
四

》

溶
け
た
・
赤
銅
一
を
彼
ら
に
飲
ま
せ
る
。
｜
｜
「
汝
ら
は
飲
め
」
と
0
6

ま
さ
に
溶
解
し
て
い
る
も
の
は
彼
ら
叫
官
を
焼
く
、
唇
を
麗
い
て

つ
ぎ
に
舌
を
焼
く
、
舌
を
麗
ヤ
て
ロ
蓋
を
偉
く
、
ロ
葦
を
鹿
い
℃

喉
を
農
き
、
喉
を
焼
い
イ
」
内
臓
を
撞
き
、
内
臓
を
蹄
聞
い
て
直
腸
を

し
か
も
、
業
に
保
持
さ
れ
て
い
る
故

に
、
そ
の
限
り
そ
白
様
に
し
て
彼
ら
は
死
・
な
た
い
。

か
く
の
如
く
、
傘
者
大
目
蓮
は
、
八
大
地
獄
に
於
℃
衆
生
が
数

千
の
苦
し
み
を
受
け
℃
い
る
の
を
見
℃
、
「
h
M

与
、
（
何
売
る
〉
苦

遇
つ
℃
下
部
よ
り
出
る
、
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食
忌
ぬ
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語
K

時
二
荻
原
・
久
野
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々
、
仏
誌
な
下

Q
a哨
d
Q

窓
口
誌
（
八
忌
む
暗
記
刷
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同
）
足
、
・
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〉
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忠
岡
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苦
言
（
回
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冨
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町
内
）

設
問
お
治
q
s
b
b
b

（切
k
r
v
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L
w
h
）
誌
、
也
、
今
は
判
本
を
と
る
。

（
紛
）
（
∞
・
串
）
屯
品
判
長

p
n伊
豆
喜
界
お
お
・
銭
丸
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〔
仏
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∞
・

3
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苦
々
ミ
ミ
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原
・
久
野
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h
h
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Z
k
rの
富
岡
、
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主
る
）
U

後
者
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と
る
。
開

a
m
o
a
oロ蜘
ω
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・
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そ
う
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N

品
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野
）
お
き
判
漆
ミ
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向
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雪
舟
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（
彼
ら
の
遜
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に
あ
る
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の
・
・
〕
？
今
は
判
本
を
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る
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研
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炭
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tコ
註

の
如
き

b
N豆、．
Hお
と
な
づ
て
い
る
。
是
ほ
お
忌
』
R
H
a
若
く
は
ね
之
、
W
H
K

去

の

骨
柿
諜
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
、
と
あ
る
が
、
そ
う
h
v

る
要
は
な
か
ろ
ヨ
。

〈
宮
司
－

rmw・
N
l
H
0
・∞－

a・
大
正
凶
同
一
同
ロ
・

N
S－
m
1
5
（切〉

〈
1
）
比
の
世
間
、
他
の
世
間
、
衆
生
む
来
し
方
、
行
く
末
、
被

し
逝
き
、
生
じ
来
る
輪
廻
を
等
畳
者
は
自
ら
見
党
。
（
2
）
諸
の
業

。
空
し
か
ら
守
山
犬
わ
れ
る
こ
と
な
く
も
果
を
伴
ろ
と
と
を
、
又

趨
わ
し
き
果
報
の
あ
る
と
唱
と
を
牟
尼
は
自
ら
畳
つ
党
。
（
3
）一一切

法
に
就
い
J

」
の
具
眼
者
で
あ
り
、

れ
の
凶
己
防
B
m
世
傘
は
よ
く
知
つ
℃
八
地
獄
を
説
い
た
・
。
〈
4
）

「
等
活
、
風
間
縄
、
衆
合
、
v

二
つ
の
叫
喚
、
更
に
、
大
無
問
、
炎
熱

（
一
一
切
）
法
を
現
前
に
蹴
る
彼

及
び
極
熱
が
る
る
。
（
5
）
以
上
、

と
れ
ら
が
八
地
獄
と
菅
わ
れ

る
o

越
え
る
と
と
は
難
く
、
狂
暴
た
る
業
の
人
々
に
充
満
し
、
各

二
ハ
五



- .・
で一

守

《

1
ず
，
ス
ツ
地
獄
品
の
研
究

々
・
十
六
の
増
ハ
地
獄
〉
が
あ
る
O

〈
6
）
四
つ
の
角
と
四
つ
の
門
と

直
分
毎
に
設
計
さ
れ
て
あ
る
。
〈
そ
れ
ぞ

を
有
し
、
直
分
さ
れ
、

れ
）
高
さ
百
由
旬
、
周
圏
百
由
句
で
あ
る
。
（
7
）
識
壁
を
も
っ
て

固
ま
れ
叩
織
を
も
っ
て
蔽
わ
れ
て

h
M
o
そ
れ
ら
の
大
地
は
鎖
よ

－P
成
り
、
火
焔
を
蛮
し
燃
上
し
℃
い
る
。
ハ
8
〉
悪
人
を
携
を
、
恐

る
べ
く
、
焔
を
出
し
て
沿
っ
て
近
づ
き
難
J

っ
そ
し
て
、
身
の
毛

色
よ
立
ち
、
怖
る
じ
〈
、
苦
し
い
鹿
で
あ
討
V

ハ
9
〉
大
溝
怖
を
生

・
？
る
一
切
む
（
地
獄
）
は
百
む
焔
に
満
ち
、
一
々
は
百
由
句
に
光

を
も
っ
訟
岬
く
、
（

mvそ
と
に
は
、
大
罪
を
犯
し
た
多
く
の
兇
悪

注
者
共
が

hwp、
長
期
間
、
数
百
年
間
障
か
れ
℃
い
る
。
（
日
）
鍛

む
杖
を
も
っ
て
組
暴
な
獄
卒
共
は
罪
を
犯
せ
る
敵
〈
H
悪
業
者
）

共
を
打
つ
o
（
盟
〉
そ
れ
ら
に
就
い
℃
札
配
伺
を
も
っ
℃
陣
容
量

と
ち
o
僚
政
収
謹
し
ん

2
8説
く
の
を
汝
ら
は
聞
け
よ
ロ
」
’

ハ
冨
4
・
r
H
0
・中
l
H∞・

。
同
・
大
玉
民
間
同
－

N
S・
a・〉

（
四
〉
「
等
活
地
獄
に
於
℃
、

℃
吊
さ
れ
、

衆
生
は
足
左
上
に
頭
を
下
に
し

斧
や
銭
を
も
っ
℃
切
ら
れ
る
。

〈
U
）
更
に
、

る
彼
ら
は
、

自
然
に
生
じ
た
鋭
利
訟
鎮
の
爪
を
も
っ
て
、

怒
れ

悲
怒

ご
六
六

〈
の
力
〉
に
任
せ
て
相
互
に
引
き
裂
き
合
間
恥
（
話
〉
更
に
叉
彼
ら
の

手
に
鋭
い
創
耐

g
b、
そ
れ
ら
を
も
っ
℃
相
互
に
、
害
心
あ
る
彼

門
出
V

J

門

mu

ら
は
、
切
．
b
合
う
0

〈
話
）
壊
誠
し
て
い
る
彼
ら
の
四
肢
は
冷
風
に

吹
か
れ
弘
日
、
過
去
の
業
む
果
報
む
故
に
、
絞
ら
む
四
肢
は
生

十
」
〈
ム
切
〈
日
）
か
く
D
如
く
、
師
・
如
来
は
如
貴
に
よ
く
知
つ

℃
、
と
の
悪
業
た
る
者
共
の
住
居
を
等
活
（
地
獄
）
と
設
い
党
ロ

（宮司－

r
ロ－
H
l
H
M
・
E
－

a・
大
王
凶
凶
凶
ロ
－
M
H
M
・。
i
N
H
ω
・

ε

ハ
路
〉
「
・
択
に
、
等
括
（
地
獄
）
よ
り
解
放
さ
れ
ず
～
、
彼
ら
は
打

た
れ
つ
え
長
〈
、
廉
く
蹟
が
っ
た
所
に
や
っ
て
来
ぢ
熱
皮
（
地

獄
）
に
陪
ち
た
。
〈
却
〉
彼
ら
は
貴
に
そ
と
で
熱
皮
に
障
か
れ
、
多

く
の
苦
痛
を
嘗
め
・
な
が
ら
無
数
由
旬
を
走
り
廻
る
ロ
〈
却
）
弐
に
、

熱
皮
（
地
獄
〉
よ
り
解
放
さ
れ
て
、
長
く
大
き
く
慶
く
、
深
さ
盲

人
の
対
・
あ
勾
跨
糞
（
地
獄
）
に
陥
ち
た
。
（
姐
〉
そ
と
で
は
、
彼
ら
－

を
、
槍
の
如
く
鋭
い
噴
を
も
っ
た
虫
共
川
市
v

皮
膚
を
裂
い
れ
可
肉

や
血
を
貧

p
轍
ろ
。
爪
勉
）
更
に
、
屍
糞
（
地
獄
）
よ
り
出
℃
き
芦

者
共
は
美
わ
し
い
樹
々
を
見
、
安
柴
を
求
②
て
、
繰
り
葉
に
蔽
わ

れ
た
〈
樹
々
む
）
所
陀
近
づ
〈
O

（
部
〉
そ
と
で
、
鏡
噴
の
鷹
、
禿



鷲
、
烏
共
が
、
柔
き
樹
々
を
の
如
く
噛
み
、
一
傷
つ
き
血
塗
乱
の
者

共
主
食
り
食
う
0

（
似
品
〉
食
わ
れ
吃
残
り
は
骨
の
み
と
た
っ
た
時
、

存
在
一
絞
ら
の
皮
膚
、
肉
、
血
は
生
じ
る
O

（
部
）
怖
れ
一
崎
山
走
越
し

依
る
謹
な
さ
を
依
る
謹
あ
る
も
の
と
想

W
L
傷
つ
き
つ
つ
、
恐
る

ペ
き
創
葉
林
に
来
た
・
0

（
部
）
そ
れ
か
ら
、
傷
つ
き
苦
し
み
血
に
多

く
塗
れ
た
彼
ら
は
、
創
葉
林
か
ら
解
放
さ
れ
て
無
極
河
に
行
く
。

（
釘
〉
日
々
と
で
、
か
叫
砕
騰
し
た
盟
か
ら
い
水
の
河
に
陥
い
る
o

そ

内
部
u

し
宅
、
絞
ら
の
傷
け
ら
れ
た
四
肢
は
悉
く
痛
め
ら
れ
た
ロ
（
鎚
〉
そ

れ
か
ら
、
獄
玉
む
卒
共
は
織
の
鈎
を
も
っ
て
突
き
刺
し
℃
か
ら
河

岸
に
拳
げ
、
鍛
丸
主
食
わ
せ
る
0

（
却
〉
赤
熱
し
溶
け
党
赤
銅
を
飲

ま
せ
る
。
絞
ら
の
内
臓
を
遇
っ
て
下
部
よ
り
出
る
。
（
却
〉
謹
同
業
を

・
な
さ
や
仏
切
邪
遣
に
随
い
、
悪
業
を
た
し
た
故
に
彼
ら
同
町
獄
に

入
っ
た
。
（
但
）
諸
の
悪
業
を
根
本
的
に
捨
℃
、
専
一
に
善
行
を
な

ナ
人
A

は
悪
趣
に
行
か
た
い
。
（
舘
）
そ
れ
故
に
、
業
は
善
と
翠
と

の
こ
種
の
遣
が
る
る
が
、
諸
の
悪
を
捨
て
て
清
博
怒
る
善
を
行
ぜ

ん
と
と
を
。
（
叉
、

決
に
、

一
切
苦
を
誠
ず
る
矯
の
貧
愛
た
き
法

と
知
つ
℃
、
清
浮
な
る
八
E
道
左
行
ぜ
ん
し
J
U
引
v）

マ
h
h
1
ず
ス
ツ
地
獄
ロ
聞
の
研
究

（
富
子
山
・
H
N
・
5
l
E・
g
－
。
戸
一
大
E
凶
凶
凶
ロ
－
N
O
∞・一

σゐ・）

内
部
V

（
訪
）
黒
縄
地
獄
で
邸
、
生
樹
D
如
く
に
引
き
倒
さ
れ
宅
、
彼
ら

の
四
肢
は
〈
黒
〉
縄
を
も
っ
℃
線
を
つ
け
ら
れ
、
斧
や
鎖
を
も
っ

℃
（
扱
わ
ね
山
0

（
鎚
）
そ
れ
か
ら
、
長
時
間
極
熱
さ
れ
免
鎖
D
如
何
が

障
さ
苦
し
め
つ
与
四
肢
に
纏
り
つ
い
一

mva議
会
苦
し
め
℃
か

ら
畿
白
衣
は
（
四
肢
を
）
引
き
裂
い
皮
膚
や
肉
を
引
き
裂
い
d

血
を
流
出
す
る
。
（
部
〉
そ
れ
か
ら
、
組
問
縄
地
獄
に
治
け
符
多
く
り

者
共
間
鋸
を
も
っ
て
腫
よ
り
頚
の
闘
節
〈
に
到
る
ま
古
山
切
り
裂

い
℃
、
叉
砕
伊
〈
釘
）
恐
る
べ
き
暗
黒
に
し
て
、
出
来
事
問
何
も

見
え
た
い
所
の
そ
白
煙
の
充
満
し
党
中
出

V
彼
ら
は
入
る
D

（部〉

彼
ら
は
叉
そ
と
に
於
℃
、
‘
互
に
何
度
も
何
度
も
肉
の
小
切
れ
を
履

み
な
が
問
、
無
数
由
旬
を
走
り
廻
る
」
と
。
〈
鈎
）
か
く
の
如
く
、

如
震
に
師
・
如
来
は
よ
く
知
つ
℃
、
悪
業
た
る
宏
一
共
む
住
居
怒
る

こ
れ
を
黒
縄
ハ
地
獄
〉
と
設
い
党
。

（冨
4
・
rHω
・
H
H
I
E－
P

。
同
・
大
豆
凶
凶
阿
ロ
・
N
O
P
0
・）

門

市

山

〉

内

向

υ

（
川
卸
〉
次
に
、
衆
合
地
獄
に
於
℃
は
、
大
た
る
山
々
の
下
に
、
そ

れ
ら
の
中
聞
に
衆
生
は
彩
し
く
多
く
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
（
姐
）
そ

d，、
七



守

山

1
ず
ス
ツ
地
獄
ロ
聞
の
研
究

し
て
、
一
衆
生
の
業
停
縁
っ
て
、
そ
れ
ら
石
山
は
相
ム
ロ
し
℃
、
火
の

2
M
V
 

閣
を
も
っ
℃
の
如
く
に
、
多
ぐ
の
衆
生
主
苦
し
め
る
。
（
位
〉
苦
し

あ
ら
れ
た
四
肢
か
ら
多
く
む
血
が
流
れ
、
更
に
又
、
身
僅
動
範
し

つ
与
膿
む
河
一
昨
生
巴
均
恥
（
的
制
）
銭
。
杵
の
尖
一
端
で
、
鎖
一
訴
の
中
に

た
い
て
、
敵
（
H
悪
業
者
〉
共
を
何
百
年
も
の
間
、
監
し
潰
兜
」

（と）
0

（M
H

〉
か
く
む
如
く
、
如
来
・
師
は
如
賓
に
よ
く
知
っ
て
、

悪
業
な
る
者
共
む
住
居
怠
る
と
れ
を
衆
合
（
地
獄
〉
・
な

p
と
設
い

tc. 。
（宮司－

P
区
、
明
l
I
匡－

E
・
。
同
・
大
豆
凶
凶
凶
間
－
N
H
0
・
σ・〉

nm出
V

均
一
凶
U

〔
必
）
次
に
、
叫
喚
地
獄
に
は
多
く
の
衆
生
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、

火
が
燃
え
上
る
時
同
ぽ
怖
の
叫
び
を
た
し
℃
い
る
。
〈
日
間
V

そ
し

て
、
火
が
捕
え
る
時
に
彼
ら
は
沈
献
す
る
。
再
び
火
が
燃
え
上
る

時
大
聾
を
叫
ぶ
。
（
釘
）
第
二
の
も
む
も
叉
、
叫
喚
と
呼
ぽ
れ
、
身

の
毛
も
よ
だ
ち
、
堤
は
無
謹
に
し
て
甚
だ
深
く
越
え
難
い
地
獄
で

る
る
。
（
必
）
そ
と
で
は
、
粗
暴
た
獄
卒
共
が
杖
左
取
っ
て
敵
（
H

悪
業
者
）
共
を
数
百
年
も
む
間
打
ち
す
え
ふ
υ

（と）
O

－
（
却
）
か
く

。
如
く
、
師
・
如
来
は
如
費
に
よ
く
知
っ
て
、
悪
業
た
る
者
共
む

，〆

二
ハ
八

住
居
な
る
（
と
れ
〉
を
叫
換
（
地
獄
V

と
説
い
た
・
0

a・
大
E

M
凶
凶
ロ
－
N
H
。・。・）

次
に
、
炎
熱
地
獄
に
た
い
℃
旬
赤
熱
の
銅
の
家
宅
が

〈伊向
4
・凹・
HAm
－同町
l
l
H
α

・0
・

（
印
v

内

H
U

あ
か
、
火
棄
に
等
し
い
苦
が
あ
り
、

ら
れ
℃
叫
び
撃
を
出
穏
（
担
）
そ
こ
に
は
、
悪
行
を
た
L
、
罪
を

犯
し
悪
業
を
・
な
し
た
多
く
白
人
九
時
閉
じ
込
め
ら
れ
℃
、
煮
ら
れ

る
。
（
回
V

鷹
久
間
煮
ら
れ
た
ば
か

p
一
酬
が
ら
を
E
大
た
力
強
い
、

肉
血
を
食
う
多
数
む
犬
が
食
う
。
（
邸
）
更
に
、
食
わ
れ
J
L

時間
h
p
は

（
そ
と
で
）
人
々
は
赤
熱
せ

品
目
と
な
っ
党
そ
の
時
に
、

彼
ら
の
皮
膚
、
』
肉
、

血
は
生
す
る
」

（と
vo
（
凪
）
か
く
む
如
く
、
師
・
如
来
は
如
置
に
よ
く
知
っ
て
、

悪
業
た
る
者
共
の
住
居
た
る
と
れ
を
炎
熱
（
地
獄
）
と
説
い
た
。

。
同
・
大
玉
凶
阿
M
n
H
H
・
N
口・

m－）

（冨
4
・
r

H

切・吋
1
5・ロ－

（
邸
）
極
熱
地
獄
に
問
、
織
の
尖
端
の
つ
い
た
鋭
い
矛
る
り
、

n
m
v
 

犬
怒
る
火
棄
の
山
々
に
輔
ち
み
ち
℃
い
る
。
（
邸
）
そ
と
に
は
悪
行

を
－
な
し
た
多
く
白
人
々
的
野
業
の
結
果
入
問
、
恰
も
鍋
に
入
つ
問

n
h
H
U
 

魚
の
よ
ろ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
」
（
と
）
。
（
釘
）
か
く
の
如

く
、
師
・
如
衆
は
如
寅
に
よ
〈
知
っ
て
、
悪
業
な
る
者
共
む
（
と



円

mu

D
一
）
住
居
を
極
熱
ハ
地
獄
）
＆
説
い
た
。

〈
冨
4
・
r
H
m
・
ロ
l
H
0
・叶・

（
鴎
）
更
に
無
間
地
機

p
h担
け
る
苦
は
一
向
に
き
び
し
く
、
大

き
く
、
赤
熱
さ
れ
、
焔
の
集
圏
に
固
ま
れ
℃
い
出
w

（
印
）
ま
さ

に
、
火
の
中
で
｝
日
赤
熱
さ
れ
た
・
鍛
球
の
ょ
に
問
、
下
も
上
も
側

面
か
ら
も
無
間
地
獄
は
そ
の
よ
う
で
あ
っ
℃
、
（
伺
）
彼
ら
地
獄
に

住
む
者
共
の
身
盤
は
火
に
も
等
し
い
。
彼
ら
は
『
吾
ら
に
は
そ
と

か
ら
去
る
こ
と
は
決
し
℃
・
な
い
』
（
と
〉
業
の
堅
固
さ
を
知
初

a・
大

E

M凶
凶
ロ
－
N
H
H
・
ず
1
0
・
）

〈
但
）
叉
、
そ
乙
で
、
門
が
開
い
℃
い
る
の
を
見
℃
は
、
解
放
を
求

め
る
彼
ら
は
そ
こ
か
ら
或
い
は
出
離
す
る
と
と
が

b
ふ
ろ
…
q
走

っ
て
い
…
ぴ
（
位
）
そ
し
亡
、
嘗
つ
J

」
た
し
た
業
が
未
だ
壷
き
な
い

彼
ら
は
、
業
に
縁
つ
℃
、
地
獄
か
ら
出
離
す
る
ζ

と
を
得
な
い
」

（
と
）
。
〈
邸
）
か
く
む
如
く
、
師
・
如
来
は
如
費
に
よ
く
知
っ
て
、

悪
業
な
る
者
共
の
（
乙
の
）
住
居
を
無
間
ハ
地
獄
〉

と
名
r

づ
け

7乞。
（

B
）
 

註

p、

（＠－
A
H

）
尉
史
民
民
別
枠
誌
な
h

（
渡
議
）

a
gえ
々
筒
、
制
送
、
・
（
荻
原
）
ぬ
時
三
泊
予

（

1
）
 

マ

ρ
1
ず
ス
ツ
地
獄
ロ
聞
の
研
宛

hmk

師、hH制
送
、
．
最
後
の
も
白
を
と
る
。

（

2
）
 

（。・
A
F

）
L

弘、、向、
a
H
S
N
R
H
官
民
同
制
送
・
．
（
渡
議
）
へ
念
、
、
aAShaSミ
h

後

者
を
と
る
。

（

S
）
 

3
・
3
s
s
h
L印刷捻
N
R
D
次
の

B
は
除
く
（
渡
溢
・
荻
原
）
。

（

4
）
 

（＠－

H
3
0
k
m
g
d
叱同・一す
n
a
w
m
w

は
h
a
司令制

O
吋』唱曲相一駒（
H
H
M箆同

h
k
之輔さ刷）

mM
潟
諜
と
み
’
る
、
そ
れ
に
従
う
。

（

5
）
 

s・
g
－、
g
h
h
h
も
言
、
（
誤
植
）
、
。
雪
索
、
制
お
と
な
る
丹
波

議
、
荻
原
）
。

（

6
）
 

（。・

Z
）
恥
弘
司
、
誌
旬
、
お
・
・
（
荻
原
）
、
晶
、
冷
品
語
、
和
｛
判
本
は
一
宇
係

る
と
じ
て
そ
う
し
て
あ
る
）
、
し
か
し
、
可
店
内
誌
の
後
wh
〈
る

n
0
・

5
0回
世
田

Z
O
結
合
は
質
億
を
も
た
な
い
、
従
づ
て
h
b
ぬ可凡な品
b
h
制・

は
（
（
｜
！
と
な
り
、
而
も
〈
が
ニ
ヲ
績
ぐ
時
は
一

az§

－mと

居
る
こ
と
が
で
き
る
、
故

K
I
l
l
と
品
て
よ
い
、
従
っ
て
荻
原

氏
。
如
〈
訂
五
す
る
婆
は
な
い
。
－
～
（

l
l
l＼
〈
〈
（

l
l＼（

、．、

（
｜
（
＼
（
｜
（
｜
＼
 

（T
）
（
＠
・

5
）』也、ミ
e
n
H
b
h制
・
（
荻
原
）
、
ミ
＆
削
る
。
L

也、－ミ
e
Q
h
h
H脚”

－
（
（
｜
を
（
旦
の
例
に
主
っ
て
ャ

l
l
l
L
h
v
る
。
＼
｜
｜
（

｜＼
f
t
i
l
l＼
｜
（
（

l
l＼
（
｜
（
｜
＼
従
っ
て
、
ミ
を
削
る

r

要
は
な
い
。

一一六九



.. ， ー

T
h
1
4
1

ス
ツ
地
獄
品
の
研
究

（

8
）
 

（＠・

5
s
h同
母
ミ
屯
KZN断
念
宮
、
相
官
ミ
ミ
訟
を

zhap－

（
渡
議
）
箆
・

8
品－

a－
K
Z
っ
て
』
容
器
ミ
ミ
屯

S
刷
乱
、
可
制

ぬもむ．ミ
g
k
g
号
、
制
句
白
骨
と
讃
む
、
開
企
R
g
n
E
n
F
宮
、
町
、
u
a

の
項
も
そ
う
。
漢
詩
及
び
句
包
二
割
一

S
E
S－－〈・
M
M

・
民
0
・同・

ζ

に
も
近
い
の
で
こ
れ
を
採
る
。

（
荻
原
）

hab也
刷
、
号
、
町
内

Z
J
（
荻
原
・
久
野
）
ぎ
守
主
ミ
屯
ぬ
法
制

と
あ
る
も
疑
問
。

（
＠
・
ロ
）
＠
可
礼
町
、
刷
、
・
｛
荻
原
・
久
野
）
。
ミ
窓
？
・
回
一
z
h
F
の
富
岡
、
に
よ

ヲ
て
。
誌
、
ぬ
と
す
る
が
、
行
末

Ch刊
誌
、
主
制
は
（
！
と
よ
め
る

合同・

3
z
h
e
L
Sと
か
ら
こ
の
行
は
＼
｜
（
｜
（
＼
（
｜
（
（
＼
｜

｜
（
（
＼
（
｜
（
｜
＼
と
な
り

ω－o
E
調
と
み
ら
れ
る
の
で
、
（
荻

原
・
久
野
）
の
主
う
に
話
回
回
世
『
符
担
調
と
も
伊
る
要
は
な
い
。

（
却
）
（
H0・M
W
）
刷
、
ご
デ
－

m
渡
喧
嘩
）
忠
恥
札
刷
、
同
・
（
荻
原
・
久
野
）
、
開
品
開

R
，

件
。
ロ
ロ
同
n
F
も
そ
う
。
い
ず
れ
も
箆
・

8
A
F
H∞
に
よ
る
、
そ
れ
を

（

9
）
 

と
る
。

（日）

（H
P
3
h句ι
可
制
連
為
、
宮
崎
唱
～
（
渡
議
）
詩
句
蜘
ミ
・
h
a担
幅
（
切
z
h
F）・

品
唱
の
次
の
お
を
略
す
と
と
は
疑
問
で
あ
る
の
で
、

今
は
礼
町
ι
可制詰

（
日
以
）

a
b抱
一
（
日
晶
、
古
品
幅
）
と
し
て
白
b
h
を
一
個
z
z
z
o
と
昆
る
。

。。・

3

hさ
を
ミ
蜘
＆
智

F
・
（
渡
議
）
旬
、
bhyaミ
制
語
草
、
・
岡
弘
・

b

－一七

O

m
o
a
g
g
n
F
怖
さ
母
国
話
、
是
々
や
を
採
る
。

a
・
同
川
島

s
b両自白色戸

主
主
・
（
或
は
、
同
日
F

念日・

N

h司
、
守
お
ミ
ミ
を
き
晶

K
K
ヲ
て

3
3ミ
ミ
是
き
ぬ
と
す
る
も
可
。
）

（
国
）
（
忌
－

HM）
S
．
品
、
ミ
HHC
（
渡
議
）
足
音
、
司
法
KH．
人
口
戸
毘
・
品
目
・

0・

、
hLBaHShw一
U

後
者
を
と
る
。
但
し
、
と
L

D
文
は
冨
4
・
と
漢
欝

と
で
は
長
る
の
で
別
の
番
抵
を
付
け
る
が
よ
〈
、
波
崎
辺
氏
の
番
磁
を

残
と
せ
ば
、
漢
語
を

P
A
p
a－
冨
4
・
を
（
H
E
P
Z
と
で
も
す
る
e

｛
M
）
（
H0・
Hω
）
S
H
N．
き
（
H
詰・

8
m・
3
u
切－
P
の
冨
岡
、
。
丸
、
幅
制
を
と
る

（n
－F同
a
m
g・目。ロ吻

H0・
H叩街）。

（日）
う議

~ 
そもi p 
れ白l I;::'' 
をミ u

¥ ~I l 
・吉野
「ー．句

告"[ 
l:i 

∞き. .、
•;,:,. {ll 

参 a
R現骨

二吾
荻心

原宇
久し

野さ

も（
そ渡

（
初
）
（
H
O
・

s
・s．ミ
き
静
．
h

（
荻
原
・
久
野
）
＠
町
陵
台
語
、
（
潟
本

全
部
）
、
後
者
を
と
る
。

（ロ）

2
0・
H
g
hど
制
品
構
両
町
、
町
清
h
h
h・制
hy白
ミ
宮
廷
h
a
s
h応
札
仰
ぎ
お

h

（
波
蓬
）

h
h
E
a唱
ha品
4hbk芯達成－
NHKY恥
品
輔
副
ミ
お
kg
暗
記

qH眠
、
弘
、
お
晶
子

会
a
b．（由民・

8AF・
む
を
借
用
〉
、
（
荻
原
・
久
野
）
判
本
を
と
り
－

hSミ
の
歩
を
旬
き
ミ
（
H
hさ
白
送
、

ιミ
S
Sと
改
め
る
。

今
は
、
む
匂
制
品
唱
品
、
＆
豊
町
一
h
刷
、
、
喜
一
民
誌
な
誌
一
h
k

九刷、
E
H
A宮
廷
と



‘
 

恥
心
。

（虫）
(10. 
1.fJ) 
jvalitas
，・（樹欄）
janento; （

係
腿
）
janana7ti ;

 

a
n
g
a
 t1 
nt. 
t' 
~
時
＊
m
.
 ....i,t当
時
υ....i
.,i, -IQ
＂＂小崎（
cf.
E
d
-

gerton Diet.) 
Q
 t'' 
IJ 
-" 
.,i> t¥' 
Q
 1
 ~ ....i 
~
ν

’
iii. 455. 
10 

Q
 ,',I 小

~
sarvaiiga:janito 

....i
令
、
心
。

（合）
(11. 
2) 

han~anzana 
s
a
m
a
g
，仰
zya
dirghanzayatavist・

ara'l!t 
(iii. 
455. 
14. 
a
砂
amanya1{1,

s
a
m
a
g
a
n
i
y
a
 dirghay-

ata
仰
vistaほ）

（自）ー・（
11.
6) 
dirghajJadativistirtJ,a?tt 

te 
vidhva1{1,sita P

a
-

u
r
u
主a
;
（号越軍司）
dirgha1{l, 

nzahanta11i 
vistir?}am ovidaに

ha1ti 
sataj.Jauru

主a1.n
(oviddha1ti 

Q
翠
t1
;llm' 
iii. 
455. 
18 

ピ
村
尚
）
；
（
総
凪
）
dirgha1{1, 

m
a
加
nta
vz'stir?ta?{t 

udvia
己

dha1,n 
sataj.Jauru~a '{l, 

(mahanta1{1, 
g
寝
州
安
加
町
民
--'.l..Jν

m. 
-1(<) 
....i
心
事
t1
母国’
iii. 
lL,',lf{l）
；々
坦
（
骨
話
機
）
＊
州
内
J時
F

~
 
担
nzahantam. 

t話
総
風
特
Q
,',I
小
IL
1{I, 
il<l 
....i
心。
o
v
i
d
d
h
a

t1 
avavz'ddha, 

t
h
r
o
w
n
 d
o
w
n
 into 
.;,_ 
.111/!'J 
;¥/. 
....i 
再ト心。

（民）
(11. 
7) 
t
a
m
 ena1{1, 
k
r
主1;taj.Jra7Jak

品
a
g
n
i。，・（樹号制）

t
a
m
 

ena1{1, 
k
r
a
m
a
y
o
 tatra saktz・。；

（
総
監
）
aneka7!t 
k
r
a
m
a
y
o
 

tatra sakti。
（
総
継
「
尊
重
童
話
」
記
者
4
時）’
{rt1
（
桜
号
制
）
特
州
4

伊
{. 
-'),,: 
K
ト
事
？
鱒
all
Q
 1$~ 

ゆ
’
;I!;.
・
k
r
a
mの
10
t1 
iii. 
455. 1
9
 ;t<J偽
箆
Jν
k
f
m
a
y
o
Q
 

~
：
色
村
ニ
。

(
 
81) 
(11. 
8) 
bhittvana .-

（
総
蝋
）
bhitvana (

B
N
A
C
M
L
）
；
巡

唱早
;t<l--'.l
心。

（自）
(11. 
10) 
sa1{l,channas; 

（
総
腿
・
《
猷
）
。
li1{l,S
；
巡
僻
-1(<)--'.l

f{l。

（苫）
(11. 

12）
晶
r
d
r
a
v
r
k
~
e
v
a
 varjitva

，・（総斜）
ardravr-

k~eva vaワ
•itva
（占
i認
Q
Zま
v!/i,;
＂＂
制
:b
＼
－
＇
）
’
（
総
監
）
撰
離
記

司
令
V
varjitva .. il<l 

carvit
官ソ畠
....i+-,
f{l’
4.r:1;1 
,J ~

*' ....i 
f{l。

E
d
g
e
r
t
o
n
 Diet.
“
impaling 

t
h
e
m
 2
n
 a
 fresh; 
g
r
e
e
n
 

tree.
”？ 

(~
) 
(11. 
15) 
bhitli; 
（骨母親）
bhitvli
；
怠々
百
三
特
＊
＇
....i
憾。

（記）
(11. 
15
）
ぬ
叫
ん
nasa1{1,）＿抑
制
；
alena-lenasa1{1,jiiino 

《
i＋へ時＇
m
e
t
r
e
 
t1
判
回
以
ば
必
J
。

（お）
(12. 
3) 
te仰
；
（
縦
腿
・
《
猷
）
te 
ca J
緩
慢
＊
＇
....i
娘。

(~
) 
(12. 
4
）
〆
rativid!tyata

.（紙二；＼／.）’（号越線）
j.Jrati
何
dht"tli,

4「
t1
,J ~

；
初
心
時

F
く
badh

，
・
（
隔
医
）
j;ratibadhyitli; 

（総

殴
・
《
猷
）
戸
・atividh
ita 
(
 
=:Pmtividdhani). 

（自）
(12. 
7) 
sulva1{1, 
ca
，・
（骨量殺）
sa1{1,
晶君
¢ta1{t
(=iii. 
456, 

114
』
i



「ー

t>・
 
q
戸もも＇
t<
0
章？緩ロ
E
Q
懐
紙

13）’
＊＇ 

ヰミ
~..>J

時
’
（
総
怪
・
《
猷
）
＂＇＊＇小。

（呂）
(12. 
10) 
a
k
r
t
v
a
n
a
;
 
（総
監
・
《
街
）
。
tva
，・
iii.
456. 
16 

~
＼
~
~
~
.
 m
e
t
r
e
斗
紙
幣
ぬ
l..>J
泊
。

（回）
• (12. 
9) 
etani; 

（
~
腿
・
《
猷
）
eta 
hi; m
.
 pl. 
non. 
Q
 

•a 
:t:!
暗号兵
(
E
d
g
e
r
t
o
n
 §
 21. 
26) 
'r 
~
時

~.n4!-:!;:!
ete 
hi 

..>J＋－，的。

(~
) 
(12. 13) d

vか
が
a
f
m
ヴ
砂
孟
ベ
総
喰
）
di都
品'ipaf!t
亙
m
n
a
y
a
;

（主将腿）
d
u
r
u
J
m
p
aヴ
砂
ム
・
B
A
C
M
L
N
記，＇－！
＼＼ν
（
挺
腿
）
剣

..>J 
tO。

（お）
(iii, 
456. 
21-22) 

（芯）
総
鰍
Qi{-
「
黒
終
－
＜
Hく墨
黒
：
科
目
君
国
民
国
経
S語
圏
盤
員
重
視
傾

回〈土担醤
J
..>J棋
倒
J
Q
ヤ
＜
~
血
。

（お）
(12. 
15）
忌
alasietrasmi?{t;

（号耳鳴）
•esmz初

，
（
総
監
・
《

猷）
＂＇＊＇小。
4
「：！；：！
'
 E
d
g
e
r
t
o
n
 §
 8. 
63 ・
 記事
子
υ
ν
苦
言
特

~..>J

的。

（お）
(12. 
15) 
a
r
d
r
a
v
r
k
!
e
 v
a
 v
a
；プ~ta[i;
（
桜
号
制
御
d
r
a
v
r
0

k!3va
仰
ヴ
'itva
，・（告訴腿）・・・・・・

ca，τ
Ji/a,
,' 
/J 
A
 :!;:! 
cariJita 

（会
υ"'14¥J)

や
1話
料
t普及｝娘
.!1.f:;!
ユ
p

d「士1官
三
＋
キ
ピ
電
話
。
~
。

(
 ~) 
(12, 
16) 
te!"a
ゐ>,ga;
（
組
側
）
ta忌
！yanti
，
・
（
総
医
・
《
街
）

。

11 
.P 
11 

tak!anti
，
・
鍵
特
色
l

）県
ニ
言
三
十
を

~..>J
心
(te!a, 
cf. 
Edgerton§ 

21. 
38.
）。

（お）
(12. 
17) p
a
t
r
a
;
 
（
樹
機
）
pa.I.ta J
紙
幣
州
4
的。

（忽）
(12.18) parive!.fita (B); （

総
矧
）
parive{fitha (lmpf. 

3
r
d
 pl. 
ピ還さ＋－，＇

C
M
L
〔A
N
〕
）
；
巡
~~..>J

時
。

(~
) 
(13. 
1) 
vigha,t,tita; 

（嵐官製）
vigha,tanti 

（事長
4急時）’（告訴

匝
正
・
《
躍
有
）
芋
＋
寺
島
！
Ii[υ
。
〈「
:t:!
a
A
 vigha.f.fati (

L
 gha.t.tati, 

N
。vipa
／向
ti)
-K<l 
..>J 
E
、，
3rd
sg. 
for 
pl. 
..>J
母、心’
cf.
E
d
-

g
e
r
t
o
n
 §
 25. 
6. 

（弓）
(13. 
2) 
avrttth
抑
m
；（
樹号制）
a
v同
atttta
；
令：！；：！
（
総
腿
）

特
Q
累...，.
B
N
A
C
M
L
 avrttthato 

(ab!. 
sg. 
pres, part.）

州

,-0 tO 
0
 

(~
) 
(13. 
4
）
止
alasutrasmittt

;
 （華話機）
。esmittt
，
・
百
三
特
制
4
時

S
e
e
 
（お）。

(~
) 
(13. 
4) 
b
a
h
u
;
 
（
樹
繍
）
bahit'ttt 
(
B
A
C
M
L
 bahu1t
ピ
H

時
）
紙
幣
-K<l
..>J 
tO 
O
 
（
様
腿
・
《
屋
町
）
bah1tf!t. 

（事）
(13. ・3
）
舛
v
a
adhikrka,tikattt ;

 （樹号制）
vrascanehi 

krka.fikaw J
鍵
特
記
｝
県
ユ
紙
幣
制
..>J
心。

（思）
(13. f) 
sa111gha.f.tati; 

（樹号制）
sa111gha_t_tita,: 

（総
I!!!&)



sa(w)hantita （〔ぬ
v
）
樽
械
を
』
由
）
’
B
N
A
M
L
。sawltanfito

~
~
暖

..J\J
（
挺
低
）
必
4
的
存
在
純
蛍
~
＊
＇
•ミ＂＂＇

.>J,.n
持
ユ
。

(~
) 
(13. 
5) 
andlzakarasmiw;-

（
総
繍
）

0
e
s
m
i
w
；
手
特
~
a
j

時
l’
S
e
e
（お）。

(~
) 
(13; 5) 
varta
，
・
（
組
側
）
vartta 
（
線
経
Q-,@

Q
〔
4
ν
~
l
キ

が
ro
時】）’
（
総
監
）
vi.ttz 
（占星）く
v
a
r
d
h
r
T
(
B
N
A
 vaffa) :

 

縦
士
i~..2!味

時
~
（嵐官製）

~
 a
j心
。

(~
) 
(13. 
6）。
sa,ttgltatesmiw

，・（号省報）
。sa111ghate

ca
；
巡
幣

制
Al
tO 
O
 J. 
Jones 
怠
Prop.
N
o
u
n
記
a
j
r(l
為
書
!ll,i≪J,i,!｛ヨニ。

(
*
)
 
(13. 
8) 
a
n
y
a
m
a
勿
，a
m
a正
ran_zanta

badhre!zt p
a
r
a
m
-

antnzsa手，・（骨量制）・・・・
ba11dhe!zt

;varayanヶ
・i?J,o
（
嬰
同
記

($1-<QJ
勾
ω
畿；｛；，＼＼：！；；－
VJ
L同
~
記
J
~
剥
帯

u,..j!Q
¥¥ 
¥
¥
)
'
 
f車道

隆
）
・
・
.
-parayanti♂

0
;
 4r「哲吉三十寺~
'°" 
rQ '
 par(lmantr.a ~

 

a・ 
h
i
g
h
 n
u
m
b
e
r
,
 Cf. 
E
d
g
e
r
t
o
n
 Diet. 

(
g
)
 
(13. 
6) 
Sat{&gltatasmit{& ;

 （総
糊
）

•esmi?fl,.・
言
3＃－

~ajt(l

S
e
e
 
（諒）

0

(;;;l) 
(13. 
11) 
m
a
h
a
t
a
 p
a
r
v
a
t
a
 
adlto; 
（
組
側
）
m
a
h
a
t
a
m
.
 

parvcitan adlto
，・
(J.
Jones) ubltato. ・. 

・,Mv_・ 
''flt! 
dual 

t' 
1Jnu 小

Y
棋）~；匂

pl.
t'il誕

~,t,,.>JAJ1主
総
ニ

Qt'
Jones ・Q 

H
 

I'¥ 
戸
・'l,._
K
 h
規
媛
区
E
Q
俸
様
。

’F
記
吉
弘
会
的
簡
t
!
~

ニ•.
4rt!
言：：＋キ剥

ajs:,,’。亘＂＂＇
m
.
p
t
 acc. 

a
j
 ;{;, 
t(l'' 
（
，
総
量
正
・
《
猷
）
.
-,@ *' ’,-• cf. 

Edgerton.§ 
18. 
49. 

（包）
(13. 
12) 
antarikam.; 

（号
話
機
）
。
kam.
（鍵
＊
伶
暗
記
H
時）

（
総
監
・
《
街
）
.,., *' 
'"' 
・*' 
.主＂＂＇
a
j的。

（呂）
(13. 
12) 
m
r
g
a
v
a
s
o
:
 （号越線）
m
な
a-viya
(viya=iva); 

（
縦
医
）
m
:
 g
a
v
e
m
e
;
 
（
様
医
・
《
獣
）
m
r
g
a
t
e
v
a
;
 4r「：＼；！
fj::特

""''°" 
tO.' 
cf. 
Edgerton Diet. 

（苫）
(13. 
1
4）。
n
i
b
h
a
n
iva; （
総
勢
）
0nibltantike 

(
B
N
C
 C
M
 

。βJ),
（
告
訴
民
・
《
猷
）
-,@ *' 
＇＂。
《「
ti
1U
・bltena
ca v
ト
Y
蜘

,
 ・o 
官

tも
3
(13. 
It町
.fa，γτ
γ
asam.る
ltrame
ca
：会
i
会
句
a隅
針
。
会
γav-

aγ
titi加
；
t総
犠
迫
。
b-!t.γ
ama1,，
合
ute
a会
i
ca
尚
to
－－
ー
い

Q
 Cl
箆
ヨ
Q
〕
窃
皿
主
tJ耳エ
ν
令書量
E
符
,..j
¥¥ 
＼＼－，＠
’
υ
心，＇－＇＂＂去

〔時
>J
a
j寝
t!J
;-i,
＂＂＇制）’（総腿）。

b
h
r
a
m
e
:/Jute a

si.n
a

~
o

 

－
ー
四
J
組
l
H梅±！
p
u
/
e
 rn
吉田）
A
l
t
,時：；，.＇
司「包
B
N
A
C
M
 

put,
旨
（Lflute)
""';,.i
的。
/Jute
t! 
£. 
pl. 
n
o
m
.
 
(d. E
d
g
e
-

r.ton 
~- 9.・ 
9
4）
や
’
，
m々
yo
£. 
pl. 
n
o
m
.
 
(
 
cf. 
Edgerton §

 

10. 
11田
or
172) 
Q
首主総罷

a
j
；｛；，憾。

｛怠｝
(14. 
2) 
var!asata?/1 

bahu'f!I ;
 （総雪量－）
var!aidtit

叩
ゆ
；
＇

11.Plll 



マ

川

1
ず
ス
ツ
地
獄
ロ
聞
の
研
究

｛
切
z
h
F
の
冨
）
U

後
者
を
と
る
。

へm出
）

（
HPN）
ミ

E
S
P・
〈
渡
議
）
言
言
語
hH．（切
z
h
rの
冨
M
l
h
R
也選
h
o
h

後
者
を
言
、
幅
向
MASHhh
と
す
る
。

（関）
（悶）

戸田、 ，，、
ト圃‘ ト4

e‘中‘
CJl CJl ,.__.. '-' 

‘ミ・ ー町
f 塁
~· I? 
少 言
砧 h

Eミ
跡（

逗渡
、‘”目＇＂＇ ι
',,,. '-..-' 

i" ~ 
室，ミ
ミミs
"" 争、，園、
ミ. 35 
史、J

f町、 y.::.
荻準
原才身、...，。

と
同
じ
〈
判
本
を
と
る
。

（但）

（
E
・
0
）
凡
だ
急
．
雪
国
湾
、
品
昔
、
・
（
渡
議
）

0
2ミ
品
吾
、
（
部
）
に
準
ず
。

（
Z
・
3

A

刊
誌
杭
司
法
札

3
刷
予
・
（
波
漣
）

A
刊
誌
．
（
切

Zの
員
、
）
ミ
・

『
暗
記
H
．
～
後
者
を
と
る
。

（加）
（回）

（
H
P
S
S
S
S
R－
（
波
議
）
句
ミ
ミ
ミ
汗
の
認
定

ssb．－岡、

喝邑
b
aミ
町
・
に
近
い
判
本
去
と
る
、
（
荻
原
）
も
そ
う
。

（
E
－
H
回
）
忠
、
ぬ
ま
句
送
金
・
・
（
渡
議
）
。
ミ
ミ
予
・
（
お
）

K
準
ず
。

（伺）
（
倒
）
（

E
・
Mg－H
A、
交
礼
町
営
認
さ
民
会
Q
h符
九
卵
、
．
（
渡
議
）
師
向
、
た
凡
志
向
h
・

d
h
A
Y
a
S
（
畿
の
舎
屋
鎗
ゆ
）
、
（
荻
原
）
去
、
営
h
q
b
aミ
ミ
制
h
b
n
H
S

（
H
E
－rhミ
吋
は
棋
雄
、
荻
原
・
久
野
本
も
同
じ
製
植
）
な
る
ζ

と
疑
い
な
し
、
と
あ
る
。
そ
れ
を
と
る
。

（
出
）
（

H23ミ
き

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

A
E和
、
．
（
渡
議
）
ゑ
同
言
、
．

主
義
a
H
A、
同
制
内
向
（
無
品
百
者
〔
H
火
〕
に
主
り
て
熱
を
ら
れ
て
）
、

（
荻
原
）
ミ
．
守

g
s
§
h百
円
ぬ
怠
担
豆
、
芯
（
熱
砕
い
F

ち
れ
て
眠
時
も
な

プ
セ
陣

〈
）
、
（
荻
原
・
久
野
）

a
h
h同h
g
h
a誌
な
（
噌
）
今
は
開
会
同
自
民
。
ロ
ロ
山
n
F

C

主
う
v
h

、
ミ
を

g
g誌な
shah屯
お
と
す
る
（
白
同
・
切
の
冨
F
〉

d
d
a輔、お議旬、・

2
。
百
一
支
払
副
h
百）。

（回）

（H
許
可
）
、
さ
お
お
宮
ぎ

h（
渡
港
）
証
言
誌
晶
こ

a
b
R
今
は

判
本
を
と
る
。

（
町
）
（
H
印＼
H
）

sa唱k
m
b
S
E
～
（
渡
益
）
窓
晶
画
4
e
Sミ
制
（
篤
本
全
部
）
、

後
者
を
と
る
、
開

am師
同
件
。
ロ
ロ
目
n
p
も
そ
う
。

（同町－
H
）
（
渡
議
）
否
守

S刷
、
刷
、
．
（
荻
原
）
音
b
q
A
h号
制
か
、

（回）
今
は
前
者
を
と
る
。

（
印
V

（同町・

3
、
言
、
刷
、
ミ
さ
ミ
ミ
．
ミ
h

（
波
惑
）
。
号
、
h
．
ミ
h

（
白
山
）
に
準

ず

（町山）一（
H
印・∞）
h
b
Q可
刊
誌
守
』
bh也、
F
u
bミ～、
aAqa
へ
柑
（
岡
、
）
（
山
あ
り
、
い
と

も
恐
る
べ
し
て
（
渡
議
）
、
晶
、
、
q
お
な
と

S
ミ
尉
恥
刷
、
お
お
宮
）
（
諸
山

満
ち
、
満
ち
た
り
）
、
今
は
後
者
を
と
る
。
（
荻
原
・
久
野
）
は
。

E
e

と
す
る
が
そ
の
裂
な
し
。

（

η）
 

（H
朗
・
＠
）
包
や
さ
お

E
E
h
（
渡
議
）
－

V
き
誌
ミ
苫
』
即
時
、
・
（
師
）

に
準
ず
。

（
目
白
｝

波 （
蓬 5
::. !=: 
雪中
塁 .t 
,;i; 也
白
（さ
荻 Hー
を7ミ
可

品＂.：！
4ミI で
.~ ::. 
還さ
~ ~ 

i. f 
t I 
::t ・ro 
'1:?-. ::i. 。
f、回
一、
; !2 
か戸
え．．



一一－ " ' 

r ’＋．  

' 
., 、

る
）
位
協
抗
陀
。
会
ト
は
古
川
本
を

ιる曲

（
刊
山
｝
（

5
・
5
）
雪
之
丸
公
（
砂
剰
）
、
（
波
止
措
）
K
F
a
玄
え
守
（

H
E－－一

、申も蜘
b
p
p由
弘
、

tRH－
鍋
）
、
後
者
を
と
る
。

（
刊
）
（
昂
・
＠
）
胸
骨
、
・
．
H
a
波
議
鱒
（
〔
出
中
に
〕
突
き
吉
吉
れ
て
）
？
、
（
荻

隊
）
蜘

ehS刷
（
貿
れ
た
る
）
、
（
荻
原
・
久
野
）
智

S
（
富
山
・

山富司一色白色）
U

今
は
判
本
を
と
る
。

（
初
）
（
窃
－

g

h

s

h
屯

ミ
s

b

J
・
寝
袋
）
』
b

g
ミ

ミ

h
b．
（

Ra

冨
F
）U

後
者
を
と
る
。

（咽山）

（回－

Hω
）
営
旬
、
弘
司
川
町
宮
究
員
、
骨
唱
込
h
S
H色kmnHHR－
雪
、
hH匂
b
、？と

（
波
議
）
：
：
・

ggkr
・－－－

d
：・－

d
－
（
荻
原
－

A
野
）
も
そ
う

そ
れ
を
と
る
、
呂
田
可
帽
を
（
荻
原
・
久
野
）
は
こ
の
行
の
歩
。

8
a抑

調
で
あ
る
と
い
う
が
、
を
も
お
訟
は
（
｜
と
主
め
る
巳
・
（
9
）
か

ら
ζ

の
行
は
、

row担
割
＼
（
｜
（
｜
＼
（
（
（
｜
＼

1
1（
（
＼
（

｜
（
｜
＼
と
よ
め
る
。

（同町・

5
5
E
Sミ
2ミ
官
事
旬
、
合
同
句
会
主
合
言
史
、
．

Hb
～
（
液
晶
揖
）

ehk
（国
h
p
F
Z）
営

E
S
Nミ
も
h
a
－－－－
o
h
s
、
．
（
荻
原
・

久

野

）

討

を

を

ミ

a
と
す
る
（
白
書
。
上
）
他
は
寝
泊
き
を

と
る
・
最
後
の
も
の
を
と
る
、
、
町
、
郎
、
Z
E
F
M
M
F
P
o
s－
ぇ
・
闘
争

寝
耳
O
ロ
申
∞
－

Hg）
と
抽
昔
話
、
S
a
b．（脚色〕・自－

H
M
F
E
E－
n同
・
百
戸
蜘

H
∞－
H
＠
）
と
は
合
わ
な
い
が
、
今
は
岡
両
首
師
同
件
。
回
申

0
・
昆
・
冨

g
n－

（

m
H）
 

守

《

1
ず
広
ツ
地
獄
ロ
聞
の
研
究

彦
主
器
。
吋
邑
H
r
E・
g
g
b
一
例
と
み
た
。

（mm
）
（
H
U
・

5
会
式
足
音
と
さ
え
さ
を

E
s
q・－－
g
s・
ミ
屯
．

hp・

（
波
議
）
ん
・
：
、
語
、
宮
、
．
g
a
a
h晶
、
民
営
・
（
荻
原
・
久
野
）
も
そ
う
。

（mm
）
（
H
a・

c－、白々
a
ミ吋・』－
h輔
さ
、
詩
人
、
h
s
a
h可
担
唱
忠
良
野
号
、
記
刷
、
～
淳
、
hw．

ミ
q
h
a
h
h．
九
ケ
（
波
溢
）
：
・
・
昂
晶
、
ミ
蜘
内
柄
拘
？
・
・
：
・
』
b
a
s
h
h
B
R
w
h
q
H
h

bhhbN．H
蜘
（
人
は
〔
乙
与
に
〕
諸
業
の
竪
箇
な
る
こ

k
を
見
る
・
友
は

〔
迭
に
〕
水
に
非
ず
と
云
ふ
は
確
か
な
り
て
（
荻
原
）
・
－
b
吾
、
ミ
尽
輔
a

b
b
a、
ミ
ミ
』
b
b
h
吐
き
s
s
h
（
九
世
）
～
（
荻
原
・
久
野
）
L

事
旬
、
ぬ
ミ
hh

k
p
語、、、
h
S
H
a－
－
・
・
（
荻
原
本
に
同
じ
）
・
・
－
－
A

業
の
竪
闘
な
る
を
見
ょ
。

そ
は
次
に
も
な
ら
ず
・
裁
に
も
な
ら
ず
・
）
漢
譜
「
由
比
不
友
炭
」
に

は
合
う
。
今
は
文
怠
の
穏
嘗
な
判
本
を
と
る
。

（
加
）
（
H
0
・
8
屯
民
誌
な
守
ミ
ミ
A
H
a

品
唱
し
き
ミ
る

S

H
凡
さ
な
内

sa，

＆
ι
刷品唱‘．」〔波晶曜）昆、一

a可匂
h
令
、
（
ζ

の
刷
肝
放
を
求
め
る
〔
我
れ
4

一
人
に
乙
ム
そ
尚
離
は
あ
る

ぺ
け
れ
〔
と
考
へ
て
〕
）
、
（
荻
原
．
久
野
）
．
唱
、
為
喝
ミ
刷
は
L

可白
A

可
刷
と

改
む
＠
そ
れ
を
と
る
が
吋
－

e旬、．
t
刷
也
事
は
切
z
h
F
宮
岡
、
に
よ
っ
て

バ
S句
、
雪
国
M
F
P
O自
・
と
み
る
。

あ
と
が
昔
、
こ
の
小
論
に
つ
い
て
、
千
湯
稼
鮮
、
伊
原
版
迷
爾
先
生
に

絶
え
ず
御
扮
導
を
頂
量
、
特
に
発
文
の

H
M
O神
話
の
特
殊
な
穣
渉
方
に
つ

い
て
は
干
潟
先
生
に
懇
切
な
御
敬
一
訴
を
頂
い
た
・
以
上
記
し
て
心
か
ら
感

謝
の
窓
を
表
し
た
い
。
（
一
一
一
十
年
八
月
｝

一
七
五




